
「
三
星
祭
」
の
一
つ
で
あ
る
第
六
二
回
体
育
祭
が

九
月
一
〇
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
台
風
一
四
号
の
接
近
に
よ
り
、
当
初
体

育
祭
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
穏
や
か
な
天

候
の
下
で
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
応
援
団
を
中
心
に
様
々
な
趣
向
を

凝
ら
し
た
演
舞
を
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
熱

中
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、
生
徒
・
職
員
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
カ
ラ
ー
の
帽
子
を
被
り
、
溌
剌
と
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
長
縄
飛
び
や
ム
カ
デ

競
争
、
綱
引
き
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
で
爽
や
か

な
笑
顔
で
溢
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
部
対
抗
リ

レ
ー
や
色
別
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
各
学
年

団
の
勝
利
に
向
け
、
応
援
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。

応
援
団
員
の
指
揮
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
団
結

し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
学
年
の
結
束
力
が
一
段

と
高
ま
っ
た
、思
い
出
深
い
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。
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第５８号
平成２３年

１０月２１日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

主
な
行
事
予
定

一
〇
月

二
七
日
（
木
）
実
力
考
査
﹇
〜
二
八
日
﹈

二
八
日
（
金
）
進
路
講
演
会
（
一
・
二
年
）

学
年
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
一･

二
年
）

二
九
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試
（
一･

二
年
）

〃

大
学
オ
ー
プ
ン
模
試
（
三
年
）

﹇
〜
三
〇
日
（
二･

三
年
）﹈

一
一
月

一
日
（
火
）
「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間

(

期
間
中
自
由
参
観)

﹇
〜
七
日
﹈

〃

授
業
相
互
公
開
週
間

三
日
（
木
）
小
論
文
模
試
（
三
年
）

五
日
（
土
）
進
研･

駿
台
マ
ー
ク
模
試

（
三
年
）
﹇
〜
六
日
﹈

八
日
（
火
）
芸
術
鑑
賞
会

一
二
日
（
土
）
三
星
道
場
⑦(

一
年
職
業
講
話)

〃

大
学
オ
ー
プ
ン
模
試
（
三
年
）

﹇
〜
一
四
日
﹈

一
三
日
（
日
）
第
二
回
英
検
二
次
（
本
校
会
場
）

一
五
日
（
火
）
修
学
旅
行(

二
年)

﹇
〜
一
八
日
﹈

一
六
日
（
水
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
視
察

一
七
日
（
木
）
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
三
年
）

一
八
日
（
金
）
野
外
実
習
（
一
年
）

一
九
日
（
土
）
代
ゼ
ミ
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

﹇
〜
二
〇
日
﹈

二
八
日
（
月
）
期
末
考
査

﹇
〜
一
二
月
一
日
﹈

※

都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
の
場
合
あ
り
。
詳

細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

溌
剌
と
し
た
演
技
を
披
露

第
六
二
回
体
育
祭
開
催

見事優勝！
綱引きで
抜群のチームワークと
見事な戦術を
披露してくれた
赤組（３年生）

放送部によるアナウンス
熱戦に声を枯らさないで！

３年生の応援演舞
「永遠の命を
三年にこめて」

上級生の演舞に
観覧者一同「感服」
の瞬間！

三星祭統一テーマ
「響け！
三星健児の声」で
校長先生の
Shout姿が
描かれました。

フォークダンスは最高の思い出。 ゴールの瞬間「気持ちいい！」

体育祭成績

総合成績

優 勝 赤組［３年］(1174点)

準優勝 青組［２年］(1154点)

第３位 黄組［１年］(1041点)

新記録賞

○男子スェーデンリレー新記録

坂口 健 二年（根占中出身）

宮野安史 二年（東串良中出身）

照屋和輝 二年（鹿屋東中出身）

野田雅樹 二年（花岡中出身）

公
開
授
業
参
観
の
御
礼
及
び

か
ご
し
ま
の
教
育
県
民
週
間
御
案
内

一
〇
月
二
〇
日
（
木
）
の
公
開
授
業
で
は
、
た

く
さ
ん
の
保
護
者
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
一
月
一
日
〜
七
日
の
七
日
間
（
土
日
祝
日
は

除
く
。
）
は
、
本
校
の
日
常
の
授
業
等
を
公
開
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
鹿
屋
高
校
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。



今
年
の
三
星
祭
（
文
化
祭
）
は
、
九
月
二
二
日
（
木
）

午
後
か
ら
と
二
三
日
（
金
）
の
秋
分
の
日
の
一
日
半

の
日
程
で
、
本
校
体
育
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
学
級
や
委
員
会
、
部
活
動
、
同
好
会
が
趣
向

を
凝
ら
し
た
舞
台
発
表
や
展
示
、
バ
ザ
ー
を
実
施
し
、

大
盛
況
で
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
専
門
部
に
よ
る
バ
ザ
ー
や

警
備
の
御
協
力
も
い
た
だ
き
、
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

準
備
に
は
、
文
化

祭
実
行
委
員
や
生
徒

会
役
員
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
が

休
日
返
上
で
熱
心
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
一
年

生
が
中
心
で
す
。
本

校
の
よ
き
伝
統
を
受

け
継
ぐ
と
と
も
に
、

更
な
る
向
上
に
向
け

て
努
め
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
文
化
祭
で

は
、
先
生
方
の
出
演

も
た
く
さ
ん
あ
り
、

ク
ラ
ス
、
学
年
、
そ

し

て

学

校

全

体

の

「
和
」
が
一
段
と
強

ま
り
ま
し
た
。

各
部
門
の
成
績
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
展
示
部
門

最
優
秀
賞

一
年
五
組

優
秀
賞

一
年
二
組

○
ス
テ
ー
ジ
部
門

最
優
秀
賞

二
年
四
組

優
秀
賞

二
年
二
組

○
バ
ザ
ー
部
門

特
別
賞

一
年
一
組

特
別
賞

一
年
四
組

特
別
賞

一
年
六
組

三星健児の声が
"会場全体に響き渡った"

ー 第６４回文化祭開催 ー
先生方も舞台で大ハッスル！

文化祭成績
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欠
席
等
の
連
絡
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

や
む
を
得
ず
欠
席
・
遅
刻
す
る
場
合
は
、
必
ず

保
護
者
が
次
の
時
刻
ま
で
に
電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

○
朝
課
外
の
あ
る
日

七
時
十
五
分
ま
で

○
朝
課
外
の
な
い
日

八
時
ま
で

○
三
星
道
場
・
模
試

開
始
前
ま
で

自
立
支
援
相
談
員
へ
の
相
談(

一
一
月)

相
談
者

生
徒
・
保
護
者
・
職
員

講

師

岡
本

眞
理
子

先
生

（
高
校
生
自
立
支
援
相
談
員
）

日

時

一
一
月

二
日
（
水
）

一
一
月
一
七
日
（
木
）

一
一
月
二
九
日
（
火
）

（
い
ず
れ
も
一
一
時
半
〜
一
六
時
半
）

※

相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
学
級
担
任
又

は
保
健
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【ステージ部門】 【部活動部門】
一糸乱れぬ演技を 県大会で
披露してくれました。 見事に金賞を受賞した
クラスの和も一段と 吹奏楽部の演奏
深まりました！ 美しい音色に

観客と舞台が
一体となりました！

【部活動部門】 【展示部門】
書道部による 各々趣向を凝らした
パフォーマンス 展示部門
文化祭の舞台には 地域の子どもたちも
欠かせないプログラム！ 大喜び！
今年も多くの人に
感動を与えました。

【バザー部門】 【弁論部門】
バザー会場に集まる 鹿屋高校の文化祭
たくさんの人人人… と言えば弁論大会
モザイクアートも １位を獲得したのは
バサー会場に 永田 舞鈴さん（１年）
華を添えてくれました。 演題は

「当たり前の存在」

※ 体育祭・文化祭の写真は，写真部が撮影した写真も掲載しました。

祝
九
州
大
会
以
上
等
の
出
場
者
紹
介

こ
れ
ま
で
の
「
三
星
の
風
」
で
紹
介
し
た
分
に

加
え
、
次
の
各
部
活
動
等
が
活
躍
し
ま
し
た
。

○
国
民
体
育
大
会
（
カ
ヌ
ー
）

前
田
公
明
（
一
年
）
吾
平
中
出
身

○
英
語
弁
論
九
州
大
会
（
英
語
研
究
部
）

稲
葉
莉
子
（
一
年
）
第
一
鹿
屋
中
出
身

○
第

回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

59

新
穂
尚
利
（
二
年
）
垂
水
中
出
身

○
第

回
記
念
国
際
高
校
生
選
抜
書
展
秀
作
賞

20

岡
元
大
河
（
三
年
）
東
串
良
中
出
身

○

県
書
道
展

準
大
賞

高
山
美
佳
（
二
年
）
鹿
屋
中
出
身

〃

高
文
連
賞

下
伊
倉
舞
（
一
年
）
高
隈
中
出
身

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
連
絡
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
流
し
て
い
ま
す
。
御
覧
く
だ
さ
い
。




